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山
西

貞
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

お
茶
大
の
学
章
は
お
茶
の
花
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ

の
表
題
で
一
文
を
書
か
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。

茶
樹
の
花
芽
は
夏
か
ら
秋
（
六
月
〜
十
一
月
）
に

か
け
て
次
々
と
分
化
発
育
し
て
ゆ
く
の
で
、
三
カ
月

以
上
に
亘
っ
て
白
い
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
お

茶
大
の
理
学
部
三
号
館
の
前
に
育
て
ら
れ
て
い
る
小

さ
な
茶
樹
に
も
、
白
い
可
愛
い
花
を
つ
け
て
い
る
の

を
去
年
十
一
月
頃
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

茶
樹
は
ツ
バ
キ
科
の
植
物
で
常
緑
樹
で
あ
る
。
品

種
に
は
小
葉
種C

am
m

ellia
sinensis

と
大
葉
種

C
am

m
ellia

assam
ica

が
あ
る
。
日
本
の
緑
茶
は

小
葉
種
か
ら
つ
く
ら
れ
る
。
セ
イ
ロ
ン
紅
茶
や
イ
ン

ド
の
ア
ッ
サ
ム
紅
茶
は
大
葉
種
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
大
葉
種
は

花
も
大
き
め
で

あ
る
。

お
茶
の
花
は

優
雅
な
ほ
の
か

な
香
り
を
漂
わ

せ
る
。
こ
の
香

り
に
誘
わ
れ
て
、

蜜
蜂
や
蝶
が
飛

ん
で
き
て
蜜
を

吸
う
。
蜜
蜂
は

朝
に
星
を
戴
い

て
出
で
、
夕
べ

に
月
を
背
負
っ

て
帰
る
勤
勉
な

昆
虫
と
い
わ
れ

る
。
蝶
は
終
日
、

花
か
ら
花
へ
と

羽
も
忙
し
く
翔

け
回
る
。

こ
う
し
て
茶

の
花
の
花
粉
は

蝶
や
蜂
な
ど
の

昆
虫
に
よ
っ
て

媒
介
さ
れ
、
実

を
結
ぶ
、
虫
媒

花
で
あ
る
。
蝶

や
蜂
は
茶
の
花

か
ら
発
散
さ
れ
て
い
る
ほ
の
か
な
佳
香
に
惹
き
寄
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

俳
人
蕪
村
は
「
茶
の
花
」
と
題
し
、
詩
を
詠
み
、

ま
た
、「
茶
の
花
や
白
に
も
黄
に
も
お
ぼ
つ
か
な
」

と
俳
句
を
残
し
て
い
る
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
誕
生
の
経
緯

明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）、
文
部
卿
木
戸
孝
充

の
通
達
に
よ
っ
て
、
東
京
女
子
（
高
等
）
師
範
学
校

の
設
立
が
決
定
さ
れ
、
神
田
宮
本
町
（
お
茶
の
水
橋
、

聖
橋
に
対
す
る
所
）
に
明
治
八
年
八
月
、
校
舎
が
落

成
し
た
。
中
村
正
直
摂
理
（
校
長
）
に
よ
り
、
十
一

月
二
九
日
皇
后
陛
下
（
昭
憲
皇
太
后
）
の
行
啓
の
も

と
に
開
校
式
が
行
わ
れ
、
明
治
二
三
年
に
東
京
女
子

高
等
師
範
学
校
と
な
っ
た
。
大
正
十
二
年
九
月
一
日

の
関
東
大
地
震
で
大
被
害
を
受
け
、
昭
和
七
年
（
一

九
三
二
年
）
文
京
区
大
塚
町
の
現
在
の
地
に
移
転
し

た
。
太
平
洋
戦
争
を
経
て
、
昭
和
二
四
年
学
制
改
革

が
行
わ
れ
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
は
閉
校
と
な

り
、
新
制
大
学
と
な
っ
た
。

大
学
の
名
称
に
つ
い
て
は「
大
塚
女
子
大
学
」、「
国

立
東
京
女
子
大
学
」
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
た
が
、
教

授
会
で
の
投
票
や
審
議
を
経
て
、
文
部
省
の
内
意
も

聞
き
、
最
終
的
に
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
」
と
決
定

さ
れ
た
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
学
章

東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
時
代
の
校
章
は
桜
花
の

ま
が
た
ま

五
弁
に
曲
玉
を
配
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
お
茶

の
水
女
子
大
学
に
な
っ
て
、
新
し
い
学
章
を
つ
く
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
関
し
て
の
企
画
委
員
会
が
で

き
、
茶
の
花
に
大
学
と
記
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
提
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

学
生
投
票
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

教
授
会
で
最
終
決
定
さ

れ
た
の
が
現
在
用
い
ら

れ
て
い
る
学
章
で
あ
る
。

茶
の
花
は
純
白
で
凛

と
し
た
姿
を
し
て
、
優

雅
な
香
り
を
ほ
の
か
に
漂
わ
せ
て
い
る
。
お
茶
の
水

女
子
大
学
の
学
生
さ
ん
達
を
示
す
学
章
と
し
て
、
お

茶
の
花
は
誠
に
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

余
談

お
茶
特
有
の
渋
味
の
本
体
が
、
近
年
そ
の
生
理
機

能
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
四
種
の
カ
テ
キ
ン
類
で

あ
る
こ
と
を
見
つ
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
化
学
構
造
を
世

界
で
初
め
て
決
定
し
、
世
界
的
に
有
名
に
な
ら
れ
た
辻
村

み
ち
よ
先
生
は
、
本
学
理
科
の
卒
業
生
（
大
正
二
年
）
で

あ
る
。
先
生
は
本
学
家
政
学
部
（
現
生
活
科
学
部
）
の
初

代
学
部
長
も
務
め
ら
れ
た
。

お
茶
の
花
と
お
茶
の
水
女
子
大
学

３

お茶の花

学章
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